

















































Jules Ferry （1832–1893）の教育改革（1881年～ 1882年）以前においては，教育は，教会（カトリッ
ク教会）権力の支配下の下で行われていた。第三共和政当初の教会と国家の争いについてクリスチャ




















































































tour de la France par deux enfants（31）は，初版が 1877年であるが，「1905年に出た第 327版からは神
やそれに関するものへの言及がすべて削除されていた」（32）こともあり，フランスの歴史地理教育にお


















naissance de notre heritage historique，フランスの政治的世襲遺産と文化的世襲遺産を同列に扱うこ























































指導要領は，『小学校で何を学ぶのか？』Qu’apprend-on À L’École Élémentaire? という本となり市販
されている。これは， 学校教育の方針に関する理解を教育関係者以外にも広めようという目的であろ
う。その後 2007年の学習指導要領（2002年の追記）においては，『新学習指導要領―保護者のため
の解説―』Les nouveaux programmes  enfin expliqués aux parents 2007, 2008,（50）という本として市販さ
れ，児童の家族のための説明という意図がはっきりと記されている。また 2002年，2007年のものは


















































注⑴ 衆議院議事速記録 29号「 官報号外」昭和 21年 8月 16日 437頁。
  昭和 21年教育基本法第九条の原案は，「宗教的情操の涵養は，教育上これを重視しなければならない」と
あった。（教育基本法要綱案―要綱草案― http://www7b.biglobe.ne.jp~senden97/yokosoan1.html）（2011年 7
月 29日参照）。
　⑵ 平成 10年（1998年）小学校学習指導要領の改訂にあっても，「道徳」の内容項目の 3に「主として自然や
崇高なものとのかかわりに関すること」との記述と，第 5・6学年の内容の記載には「人間の力を越えたもの
に対する畏敬の念をもつ」とあり，平成 20年（2008年）の改訂においても受け継がれている。（『小学校学
習指導要領新旧比較対象表　平成 10年版× 20年版』教育出版，2008，p. 217）
　⑶ 石堂常世「日仏学校教育における政教分離の展開と今日的傾向―日仏比較考察から見えてくるもの―」『白
鷗大学論集』第 19巻　第 12号，2005a，p. 136.













言葉が登場する。フランスで辞書に初めてライシテの語が登場したのは 1871年（Christian Nique, Laïcité, 
Dictionnaire encyclopédique de l’ éducation et de la formation 3e Édition, 2005, Retz, p. 561.）。ライシテは，この
後のフランスにおける政治と教育の根本理念となる。
　⑼ Christian Nique, Laïcité, Trois acteurs: L’Église, l’État, l’École, Dictionnaire encyclopédique de l’ éducation et de 
la formation 3e Édition, 2005, Retz, p. 560.
　⑽ ジャン・ボベロ，三浦信孝・伊達聖伸訳『フランスにおける脱





　⒀ Op.cit., Christian Nique, 2005, p. 562.
　⒁ ルネ・レモンは，1905年法の「政教分離法」は，「カトリックという宗教を国民のアイデンティティから
切り離すという効果があったと述べる。
  ルネ・レモン著，工藤庸子・伊達聖伸訳『政教分離を問いなおす―EUとムスリムのはざまで―』2005，p. 34.















　⒇ Dif ficulté de l’enseignement du fait religieux, Le Figaro, 2010.5.4 http://www.lefigaro.fr/actualite-
france/2010/05/04/（2011年 8月 5日参照）
　21 Jean-Paul Willaine, ‘Religion et École’, “Dictionnaire encyclopédique de l’éducation et la formation”, 2005, Rets, 
p. 867.
　22 文学者，哲学者であり，国務院 Conseil d’Etatの一員であった。（Qui est qui en France, Dictionnaire 
Biographique de personnalités françaises, 1993–1994.）
　23 Régis Debray,Rapport de mission, L’Enseignement du fait religieux dans l’école laïque, 2002, http://www.educa-
tion gouv.fr.
　24 Jean-Paul Willaine,Op. cit., 2005, p. 867.
　25 Rapport de mission,Regis Debray, L’Enseignement du fait religieux dans l’école laïque, 2002, p. 5, p. 14.




　28 Ibid., p. 868.
　29 古賀毅「E.ラヴィスの歴史教科書にみる国民性育成教育の基本理念に関する研究」早稲田大学大学院教育
学研究科博士論文 , 2002, p. 2.
　30 同書，p. 7.
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副読本。初版は 1877年。1950年までは学校教育の副読本として広くフランス人に愛され，シュヴェーヌマ
ン改革以降復活し，最近では 2000年，2006年にも再版されている。
　32 磯部啓三「『二人の子供のフランス一周』について」『成蹊大学経済学部論集』第 15号（2）， 1985, p. 97.
　33 François Audigier, ‘Histoire’, Philippe Champy et Christiane Étévé,  “Dictionnaire encyclopédique de l’éducation 
et la formation”, 1994, Nathan, p. 495.
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